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1. 概要   

本ワークショップは、生体材料研究を中心とし、材料分野、歯学分野、医工学分野におけ

る研究を発表する場を提供する目的で企画されている。主に、東北大学金属材料研究所、歯

学研究科、医工学研究科と 3 つの組織で構成されており、それぞれの分野の枠を超えて研

究成果を報告することで、研究意義や妥当性を議論できる国際的なワークショップである。

また、若手研究者に積極的に参加してもらうことで若手研究者の育成にも繋がっている。 

今年度は、オンラインとオンサイトを併用したハイブリット形式で開催され、アメリカ、

韓国からも参加があった。内容としては、研究テーマごとに４セッションに分けられ、それ

ぞれの研究テーマにおいて、招待講演、口頭発表が行われた。 

 



2. 内容   

本研究会は、東北大学金属材料研究所、歯学研究科、医工学研究科が連携し、生物-非生

物間の現象解明を通してインプラントや人工骨などの生体材料研究の発展を目的とし開催

してきた。今年度は、東北大学金属材料研究所講堂を会場とし、オンラインとオンサイトを

併用したハイブリット形式で開催した。セッションテーマは、① Oral Health Care、

②Biomaterials、③Bioengineering、④ Young innovators の 4 テーマとなり、招待講演者 4

名、口頭発表 16 名であった。招待講演者４名のうち韓国ソウル大学の Sangwoo LEE 助教

は来日し“Developmental Roles of Hyaluronate and its Biomimetic Application in In vitro 

Generation of Embryonic Salivary Gland Organ Germ”という題目で発表した。米国ミシガ

ン大学の Zhen XU 教授は、“Noninvasive Mechanical Ultrasound Therapy (Histotripsy) for 

Cancer Treatment - Latest Progress on Preclinical and Clinical Studies”という題目で、 韓

国材料科学研究所の Hui-suk YUN 教授は、“Multi-material 3D Printing Technologies for 

Bio-applications”という題目で、東京医科歯科大学の梶  弘和教授は、“Drug and Cell 

Delivery Systems Targeting the Posterior Segment of the Eye”という題目でそれぞれ講演が

行われた。オンラインでの参加者が多数ではあったが、最先端の生体材料研究を学ぶことが

でき、若手研究者、学生、共に研究成果を発表する貴重な場となった。 

 

 

 


